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　2020 年 12 月 6 日㈰、第 8 回  NR・サプリメントアドバイザー
認定試験が行われました。全国の合格率は 63％でしたが、本学
薬学部生の合格率は全国の合格率を大きく上回る 87.5％で、さら
に成績優秀者として 4 名が選ばれました。
　NR・サプリメントアドバイザーとは、消費者に対して「保健
機能食品（トクホなど）」や「サプリメント」について、専門的観
点から個人の栄養状態を評価し、適切にアドバイスできる人材の
育成を目的として設けられた資格です。このような知識は病院や
薬局で働く薬剤師にとって重要です。本学はこの資格試験を在学
中に受けられるよう大学として学校会員になっています。2014

年以来、薬学部は資格の取得を希
望する学生をサポートする講義を
行っています。これまでも全国平
均より高い合格率で合格者を輩出
し、多くの成績優秀者が表彰され
てきました。
　第 8 回  NR・サプリメントアドバイザー認定試験の成績優秀者と
して薬学部 5 年生の大久保慶子さん、玉口翔大さん、手束佳子さん、
山根大輝さんが選ばれました。
　おめでとうございます。今後の活躍を期待しています。

第 8回		NR・サプリメントアドバイザー認定試験の結果			―薬学部 4名が成績優秀者として表彰―

　高本彩音さん（医療薬学講座）は卒業研究でボランティア 100
名の点眼を撮影し解析しました。点眼薬が 1 回で眼の中に入る成
功率は約 70%、約 40% の人は自己流で点眼していること等を見出
した上で、点眼薬が落下した場所から点眼後の眼の拭き方を新た
に提案しました（2021 年 1 月 14 日㈭付 産経新聞夕刊 2 面に既報）。
　高本さんは 2019 年度日本薬学会中国四国支部学生発表奨
励賞を受賞、卒業論文は日本薬学会の論文誌『YAKUGAKU 
ZASSHI』（2020 年 140 巻 12 号 p.1455-1462）に掲載されました。

点眼薬を用いた臨床研究で香川薬学部 6年生が活躍

今後も皆さまのお力添えをいた
だきながらより一層活動に邁進
していきたいと思います。

　短期大学部生活科学科食物専攻では、野生シカ肉の有効活用と
してシカ肉レシピの開発に取り組んでいます。2016 年からは野生
鳥獣を取り巻く環境を知るために森林保護活動のボランティア団
体と協力し、那賀郡那賀町木沢の国有林内において、シカの食害
防護ネット張り活動の実施や、木沢シカ肉等加工施設を訪問しシ
カの解体実習も実施してきました。また学生が考案したレシピは
学生食堂で定期的に提供しています。2019 年度は考案メニューの
1 つである「シカ肉シチュー」が徳島県主催「阿波地美栄（ジビ
エ）料理レシピグランプリ」において「優秀賞」を受賞しました。
さらにこれまでのレシピをまとめた『シカ肉レシピ集』も発刊し、
シカ肉の美味しさを伝えるための普及活動にも取り組んでいます。
　この度、これらの取り組みが評価され、森林環境保護に顕著な
功績があったとして、林野庁長官から感謝状をいただきました。

林野庁長官より「国民の森
も り

林づくり推進功労者」感謝状を受けて	 短期大学部生活科学科食物専攻

シカの食害防護ネット張り活動

　2020 年 11 月 14 日㈯、香川キャンパスにて「第 9 回  英語暗誦
コンテスト」が開催されました。
　著名人による英語スピーチを理解・暗記したうえで、自分らし
く表現することを競うこのコンテストでは、予選審査を経た出場
者（高校生部門 10 名・大学生部門 9 名）が熱演しました。休憩
時間には英語英米文化学科の学生による海外研修の体験発表があ
り、本学の英語教育および国際交流の取り組みを広く学外に知っ
てもらえるよい機会となりました。

第 9回		英語暗誦コンテストを開催

表彰を受ける長尾久美子准教授（中央）と人間生
活学科 3 年  比嘉梢乃さん（左・食物専攻から編入）

ストーカーに関する特別講義
−徳島県警との共同研究−

心理学科	 徳島キャンパス

　2021 年 1 月 18 日㈪、「ストーカーに関
する特別講義」が実施されました。これは
本学と徳島県警のストーカーに関する共同
研究に基づくもので、3 年計画の最終報告
となります。本学学生を中心に約 100 人が
受講し、テレビや新聞でも報道されました。
　今回、県内の学生 800 名に実施した調査
の結果によれば「交際相手がスマートフォ
ンに GPS アプリをインストールするこ
と」を約 2６％が許容し、「元・交際相手か
ら交際を拒否されている時に、相手の家に
行くこと」を約 29％が許容するなど、ス
トーカー規制法に抵触するおそれのある行
為を許容する人が一定数存在することが示
されました。これは多くの恋愛関係の中に、
ストーカーに発展する芽が存在することを
示しています。今回、その危険性に初めて
気づかされた学生も多かったようです。

学生が考案したパンが商品化
されました

食物栄養学科	 徳島キャンパス

　「第 ６ 回  学生×開発プロジェクト」（主
催：コンソーシアムとくしま創業支援事業）
において、食物栄養学科 2 年生の 3 名（木
内花梨さん・井川朋美さん・春木優菜さ
ん）と、京都ブレッド TAKEMASA が共
同開発を行ったパン 4 種類が、3 月～ 4 月
の期間限定発売となりました。京都ブレッ
ド TAKEMASA は国産小麦を使用したパ
ンが ６0 ～ 70 種類あり、期間限定商品も数
多く販売されています。本学からも近く、
種類も豊富で手頃な価格のため利用する学
生も多いです。学生 3 名で約 50 種類の案
を出し、その中から厳選した 4 種類を商品
化することができました。学生たちはこの
プロジェクトをとおして、コスト面や食品
の組み合わせの難しさ、また考案したもの
が商品化する喜びなど、開発の楽しさを感
じました。

　本学と包括連携協定を結ぶ阿南市の表原立磨市長
（写真右）が大学院総合政策学研究科を修了し、修士
（総合政策学）の学位を受領されました。修士論文
の題目は「企業城下町におけるサスティナビリティ」
であり、表原氏は 201６ 年の研究科開設と同時に入
学、途中選挙のための休学をはさんで長期履修学生
として 5 年間在籍し、研究成果をまとめあげました。
指導教員は 2020 年まで総合政策学部教授で現 共立
女子大学の南波浩史教授（経済学）です。企業城下
町の経済状態を緻密に分析し、行政計画へいかす方
法を提示しました。多忙な社会人が研究活動をおこ
なう総合政策学研究科の院生の範となりました。

阿南市の表原立磨市長、
大学院総合政策学研究科を修了

　2020 年度 卒業式は、徳島キャンパスでは 2021 年 3 月 15 日㈪、香川キャンパスでは
3 月 17 日㈬に挙行されました。
　式典では、田村学長が大学院生に学位記、専攻科生に修了証書、各学部の総代には卒
業証書および学位記をそれぞれ授与しました。その後、各キャンパスの総代は、今まで
の学生生活を振り返りつつ、これからの未来に向かって思いをはせながら答辞を述べ、
会場が厳かな雰囲気に包まれました。
　2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、卒業生と教職員のみで式典を行
うこととなりました。保護者の皆さまにお子さまたちの晴れ姿を直接ご覧いただけない
のは非常に残念ではありましたが、安全面を考慮した結果、このような形での実施とな
りました。開催までにさまざまな課題もありましたが、無事に卒業式を挙行でき、卒業
生の皆さんの門出を祝うことができたことを教職員一同、大変嬉しく思っております。

2020 年度  卒業式を挙行

食物栄養学科生が農家の方と一緒に考案した
「もち麦生パスタ  むぎゅっと麺」発売

　食物栄養学科の中川ゼミの学生を中心に
作られた「もちっとむぎゅっとの会」は、
2019 年 1 月から、牟岐町産もち麦の商品
開発をめざし各種事業に取り組んできまし
た。2020 年度は、コロナ禍の中、4 回のう
ち 2 回は Zoom でのワークショップ開催
となりました。その努力の結果、牟岐町産
もち麦を使ったもち麦パスタの商品開発を
徳島文理大学・牟岐の農業を守る会・亀井
製麺所・牟岐町・徳島県南部総合県民局の
産官学が連携し、ついに商品化されること
になりました。パッケージデザインは学生
考案です。もち麦パスタは、上板町にある
亀井製麺所のホームページでインターネッ
ト販売される予定です。

食物栄養学科	 徳島キャンパス

香川薬学部薬学科 池田博昭教授（左）と表彰を受けた高本彩音さん（右）
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